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2002年9月神奈川県寒川町で毒ガス被害が出ました。 寒川にあった旧海軍の秘密毒ガス工

廠内の工事現場から「びらん性毒ガス・イペリット(マスタード)」 と「催涙ガス・クロロアセトフェノ

ン」の入ったビール瓶が発見されましたが、その際工事関係者 11 名が負傷しました。そのうち１

名から染色体異常が見つかっています。

その後「びらん性毒ガス・ルイサイト Jの入った瓶も発見され総数は、802本 (2004年 3月 31日

現在)にのぼります。そして昨年 3月茨城県神栖町で毒ガスの嘔吐剤(くしゃみ剤)」による有機ヒ

素化合物によって地下水が汚染され住民に重大な健康被書が出ま した。水質検査によれば環

境基準の 450∼ 17,000 倍の有機ヒ素化合物が検出され被書は拡大しています。

更に 4月神奈川県平塚市の工事現場から旧海軍の使った 「硫酸ビン (煙幕として使用)」、土壌

からマスタード(イペリットのこと)、 くしゃみ剤の毒ガス成分、致死性の青酸(シアン化水素)も検

出された。総数は445個(2004年 3月 31日まで)、現場は、相模海軍工廠平塚化学実験部の跡

地、工事中に作業員が負傷し、今もって原因が明らかにされていません。

更に８月には中国チチハル市で日本軍の遺棄した毒ガス（イペリット缶)で死者 1名、負傷者 40

名以上という惨事が起こっています。9 月には福岡県苅田町苅田港周辺海域で毒ガス弾の可

能性の高い爆弾538個が発見されています。 旧日本軍の作った毒ガス、戦時中は国際法違反

の軍極秘の毒ガスエ場、陸軍と海軍が共に研究、開発、実戦に使用、そして隠ぺいされてきた

実態…日本の侵路戦争と共に使用され、戦後なお隠し続ける化学兵器の数々、歴代政府によ

る遺棄毒ガス処理の抜本的な対策は無にひとしく、それによって被害は今日に至るまで続いて

います。

海軍の毒ガス工場・相模海軍工廠 (寒川町）で、どのような化学兵器が作られていたのか、化

学実験部=海軍技術研究所(平塚)では?

平塚にあった海軍技研は現在美術館、警察署、合同庁舎建設現場〔ここから大量の毒ガス(主

に青酸）瓶が出てきている〕から北側高砂香料、不二家、パイロットにわたる一帯に研究、実

験、製造工場等があり、毒ガス生産の規模拡大の為、寒川に大規模な毒ガス工場を作りまし

た。海軍は毒ガスのことを特薬と名付け(陸軍は色で呼ぶ)、1 号特薬(催涙）(緑)、2 号特薬(クシ

ャミ)(赤)、3 号特薬甲.(びらん)イペリット(黄 1 号)乙(びらん)、ルイサイト(黄 2 号)4 号特薬(致死)青

酸(茶)があり、他にホスゲン(青)、窒素イペリットガス等があり、細菌兵器として 11 号特薬もあ

る。兵器として砲弾、爆弾(30kg、60kg)、手投弾、噴射、雨下散布等が作られ、他に風船爆弾

発火剤用エチル亜鉛(ガラス瓶）数万個、サイダー瓶に詰められた青酸 1万本、そして細菌兵器

の数々、敗戦時、戦犯逃れの為、そのほとんどが遺棄、隠匿され、全国に及ぶ。

平塚にあった第 2 海軍火薬廠(当時東洋一と云われた規模）の相模川寄りの一角に海軍技術

研究所が築地から移転し(昭和 5 年）毒ガスの研究・開発・製造が行われ、規模拡大の為、相模

川対岸の寒川町一の宮に大規模な毒ガス製造工場を作り(昭和 18 年)、名称を相模海軍工廠と

し、平塚め海軍技術研究所は化学実験部となり、毒ガスはもとより、生物兵器全般の研究・開

発にあたりました。更に錦出張所(福島県小名浜)、多摩出張所(八王子市川口町）、上田出張所
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(長野県上田)を開設疎開工場としました。

―毒ガス工場の恐ろしさ―

「顔は黒く、 目は赤く、肺はただれ、集会の折、駆け足で来る第 2 工場(イベリット)｀の人達は

咳が止まらず、血を吐いていた」(日川中学動員学徒証言）

「昭和20年5月頃、30名程の朝鮮少年工(16才～20才前)が宮前寮の一室で、ガスにやられ死

んだ様になっていた。」(湘南中学学徒証言)

国家総動員法(昭和 13 年)国民徴用令(15 年)により毒ガス工場には昭和 16 年から 20 年 5 月

まで合計 21 回の徴用工が配属され、2000 名を超える労働者が強制的に働かされました。更に

学徒動員、女子挺身隊、そして朝鮮から強制連行(徴用工と称している)した朝鮮人。

まさか自分が毒ガス工場に連れてこられるなど誰一人思っていませんでした。更に軍機密とし

て「生涯口にするな」と・・・・・。

動員学徒は大学生もいましたが、主に静岡、神奈川、山梨の中学生一湘南中学(藤沢)、相洋中

学(小日原)、日川中学(山梨)、伊東高女(伊東)、豆陽中学(下田)、平塚高女(平塚）等でした。

15 才～16 才の少年・少女も含む総数 3000 名以上を[海軍魂・精神棒」と書いた丸太で殴り、或

いは「対抗ビンタ J 等で威嚇し毒ガス生産にあたらせたのです。60kg イペリット爆弾を中心に 1

号特薬(催涙)、 2 号特薬(嘔吐）、3 号特薬甲(びらん）、イペリット、同乙（ルイサイト）、4 号特薬

(青酸）等が作られました。

これらの化学兵器・毒ガス兵器はどこに送られ、敗戦時にはどこに隠匿されたのでしょうか。そ

の多くが中国大陸へ、そして南方へ、対ソ戦用に北方に配備、最後には本土決戦用 として(決

号作戦)大量の毒ガス兵器が配備されました。 陸軍毒ガスエ場の大久野島(広島)には現在も地

下壕に大量の毒ガスが埋蔵されています。北海道美幌基地の地下壌にあるも 60kg イペリット・

ルイサイト混合爆弾(不凍)、福岡県苅田港周辺海域に放置されたまま 538 発にのぼる爆弾、寒

川町岡田にある特殊地下壕に隠匿された各種毒ガスの原材料、毒ガス兵器、隠匿された陸・

海軍の化学兵器、毒ガス兵器は今日に於いても、その毒性はおとろえることもなく地下に、地

中に、海中等に眠っています。国内にとどまらず、中国をはじめ東南アジア全域に、南洋諸島に

及んでいます。

―毒ガス、化学戦、悪魔のネットワーク―

昭和 15 年、海軍技研(平塚)に陸軍参謀総長、閑院宮〈かんいんのみや〉(中国での毒ガス戦を

指揮、大陸指令 110 号)、前年には東久邇〈ひがしくに〉が視察に訪れています。毒ガス戦将校

養成機関としての陸軍習志野学校に技官を派遣。化学部隊の創設、更に陸軍技研から細菌戦

の資料をとり寄せ、研究開発を進めていました。（１号兵器）。

昭和 17 年「決戦兵器考案ニ関スル作戦上ノ要望 J を陸・海軍で協議、昭和 19 年 1 月「大陸指
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令1322号、化学戦準備要綱書」に記されている「化学戦ノ準備ノ実施ニ於テハ密ニ現地海軍卜

連携スルモノトス J「秘匿名 G 作業卜定ム」に見られるように、陸・海軍の化学戦・毒ガス戦は両

者の緊密な関係を抜きにしては語れません。

相模海軍工廠、海軍技術研究所こそ、陸軍の大久野島、科研、登戸研究所と対をなす化学戦

の重要なネットワークの一部と位置らけられます。 日本政府には、陸・海軍の行った秘密の化

学戦の全容を明らかにする義務と責任があり、遺棄・隠匿された毒ガスの回収・無害化を国内

外にわたって一刻も早く進めなければならない。何故ならば毒ガス兵器は生きており、いつ住

民に襲いかかるかわからないからです。
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